
１．参加者の所属、職種について

令和８年度 学校運営協議会委員研修会

参加者：９８名
（参集：３９名 オンライン：４６名

登壇者：３名 事務局：１０名）

アンケート集計結果
（アンケート対象者８７名に対して回答６９名 回収率 ７９.３％）
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３． コミュニティ・スクールを充実させるための重要なポイントが
理解できました？

６． 学校運営協議会で取り組みたい具体的な活動や改善の方向性を
イメージすることができましたか？

２． 学校運営協議会制度について、理解できましたか？
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４． 講演等を聞いて、コミュニティ・スクール、地域学校協働活動を
一層推進しようと思いましたか？

５． 自校・自地域の学校運営協議会の現状や課題について
考えることができましたか？
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①事例発表・講演内容について

北山村の事例発表について、「具体的で参考になった」「当事者意

識を持たせる仕組みが重要だと感じた」「充て職からの脱却や地域の

強みを生かした取組が参考になった」などの意見が多く見られた。ま

た、大門マイスターの講演についても、「学校と社会が乖離してはな

らないという考えに共感した」「広い視野からの話が刺激になった」

「地域づくりや産官学連携の可能性を感じた」といった感想が見られ

た。

②学び・気づきについて

「当事者意識」「主体的な参加」「学校・保護者・地域の協働の重

要性」などについて、多くの学びや気づきが得られたという声があっ

た。また、「次世代の育成や地域の活性化につながることを再認識し

た」「自分事として捉え、実践につなげていきたい」といった前向き

な意見も見られた。

③交流・情報共有グループ交流について

「さまざまな立場の方と意見交換ができた」「近隣地域の状況を知

ることができた」「参加者同士の交流が有意義だった」という声が

あった。一方で、「もっと参加者同士で話す時間がほしかった」「他

校や他地域の取組を知る機会を増やしてほしい」といった意見も見ら

れた。

④オンライン配信・運営について

オンライン配信については、「現地参加が難しい中で大変ありがた

かった」と好評であった。一方で、「オンライン参加者同士でも意見

交換できる場がほしかった」「質問できる仕組みがあるとよかった」

といった要望も寄せられた。

⑤今後への要望・課題について

「より具体的な実践事例を知りたい」「CSの定義や基礎的な説明を

最初に聞きたかった」「講演内容が盛りだくさんで理解が追いつきに

くい部分があった」「もう少し時間を長くしてほしい」などの意見が

見られた。また、学校運営協議会の委員選任や活動の周知などを課題

としてあげる意見もあった。

ご意見・ご感想
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